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第７期四谷地区協議会会議録 

分科会名  役員会 開催回 平成２９年度 第４回 

開催日 平成２９年１０月２４日（火）四谷特別出張所会議室 １０時００分～１２時００分 

出席者 委員 役員６名 出張所職員 ４名  

議題 
１．各分科会報告・連絡 

２．次年度以降の地区協議会の活動、予算について 

１． 各分科会報告・連絡 

 主な内容 

第１分科会  ・１１月１１日に「地域を識る勉強会」を開催する。あらゆるものをリサイクル

する社会が江戸にあった、ということを塩町の遺跡の報告から推察して講演し

てもらう。 

・地域防災について意見交換を行っている。避難場所の地図を掲示板に貼るとい

う方向で、各委員の提案を次回会議で発表する。 

四谷お宝さがし

実行委員会 

・３月３日に発表会を行う。 

・一般のお宝は公募しない。希望があれば受けており、現在８点が集まっている

が、賞名はつけない。 

・実行委員が過去１０年を振り返り、再度紹介したいお宝を選び発表する。現在

５件のお宝を選出した。発表する内容については今後話し合う。 

・次年度以降は、現在事務局で行っている業務を委員が担うことになるので、活

動するには覚悟が必要である。３０年度は準備期間とし、やりたいことが出て

きたら助成金申請を検討する。月１回程度、テーマを見つけて話し合うという

活動は続けていきたい。 

観光まちづくり

実行委員会 

・１１月１８日に内藤新宿をめぐるまち歩きを実施し、まち歩き終了後に茶話会

を行う。新宿分水散歩道、太宗寺等を訪問。また、七色とうがらしの調合イベ

ントも実施する。 

・今後は（１２月）神宮外苑いちょうまつり、（３月）桜鑑賞・四谷見附、（５月）

甲州街道まち歩きを予定している。 

・「まち歩き手帖５」を年内に発行予定。内藤新宿、玉川上水についての内容。

内藤新宿では、遊女にまつわる話も掲載する。 

・その後「まち歩き手帖６」を今年度中に発行する。内容は検討中。 

・次年度は手帖の発行は休止とする。（原資が必要なため） 

第２分科会 ・体操教室のアンケートでは、ほとんどの方が次年度以降３００円に値上げして

も参加する、という回答であった。 

・会場までの所要時間は５分～１０分以内の方がほとんどで、自宅からの距離は

３００ｍ～５００ｍ以内である。 

・介護費が節約になる、講師はかかりつけの先生である、体力が向上している等、
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体操教室に参加した結果得られたことについて多数の意見が寄せられた。 

・１１月３日のあいさつフェスタに参加予定。（アニマルダーツを担当） 

第３分科会 ・１１月上旬に花園・四谷・四谷第六小学校で秋の花いっぱい運動を実施する。 

・１１月９日は秋のごみゼロデーとして四ツ谷駅から出張所までの歩道の清掃活

動を行う。 

・次年度以降の活動に関しては、連絡体制、情報共有など活動の仕組みづくり、

ルール作りについて話し合っていく。 

・１１月２２日には水道局と協働で、区民センター前の花壇に花を植え付ける。 

ちいきの窓口 ・四谷カレンダーは随時更新している。区が斡旋している防災用品についても一

括して見られるようになっている。また、四谷第六小学校の避難所開設キット

を撮影して公開している。 

広報  ・「声」17号の初校が出来上がってきており、現在校正中である。次回の町会連

合会に間に合うよう発行したい。 

２．次年度以降の地区協議会の活動、予算について 

  来年度以降の活動について、意見交換を行った。 

・広報誌については、これまでのような刊行物の発行は今年度限りとする。次年度以降は各事業の周

知はチラシ等を作成して行う。 

・アンケート結果より参加費値上げについて概ね理解を得られていることが確認できたので、体操教

室は次年度は助成金を利用せずに参加費を３００円として運営する。 

・体操教室の参加者増により収益が出た場合は自主財源とし、体操教室に限らず他の事業の原資とし

て利用することを検討してはどうか。 

・区は「協働」についてどのように考えているのか。地区協議会を協働組織として認識しているのか。

地域協働に対しての区の見解を、これから１～２年かけて表明してほしい。 

・来年２月の最終連絡会に向けて、四谷地区の立場を明確にしていく。役員会で出た意見をもとに区

に対して質問する。 

・区民会議を再度立ち上げてほしい。 

次回日程 １１月２０日（月）１４：００～ 四谷特別出張所 会議室  


